
災害廃棄物処理支援について 

１ 「平成２９年７月九州北部豪雨」災害支援について 

  平成２９年７月５、６日に発生した九州北部豪雨災害の支援を以下のとお 

り行った。 

（１）災害廃棄物の受入・処理支援  

① 受入れ対象 

    朝倉市及び東峰村で発生した、畳や布団、粗大ごみなどの災害廃棄物 

② 受入れ期間 

    朝倉市 平成２９年７月１３日～ 

    東峰村 平成２９年７月２４日～ 

③ 受入れ処理量 

    日量５０トン程度 

    ※熊本地震による災害廃棄物の受入継続中（日量１５～６５トン） 

④ 受入れ処理体制 

    朝倉市、東峰村が委託した福岡県産業廃棄物協会の１０トントラック

で搬送。本市は３工場で適宜割り振って焼却処理を実施。 

⑤ これまでの受入れ量（１０月１７日現在） 

○朝倉市 ７月１３日から  ５１３．６６トン （１６２台） 

 ※   ７月１５日     ２９．３７トン 

○東峰村 ７月２４日から   １８．４５トン （  ７台）  

            計         ５６１．４８トン （１６９台） 

    ※朝倉市への搬出支援した際に、２９．３７トンの災害廃棄物を持ち帰り、

本市焼却工場で処理した分を含む 

（２）災害廃棄物の収集支援

  ① 朝倉市内の仮置場に集積された災害廃棄物を収集し、北九州市内の 

焼却工場に搬送 

    ○期 間：７月１５日（土） 

○派遣人員・機材：職員８７人、パッカー車２６台、連絡車４台派遣 

○搬送量：２９．３７トン 
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② 朝倉市内に集積されている災害廃棄物を収集し、同市内の仮置場に 

搬送 

    ○期 間：８月３日（木）～８月２９日（火） 

○派遣人員・機材：職員延べ１２０人、パッカー車等延べ６０台 

（パッカー車３０台、連絡車３０台）を派遣 

※作業体制：パッカー車２台（職員６人）、連絡車２台（職員２人）

による班体制を編成。期間中に１５班を派遣。 

【延べ 職員２０７人、パッカー車等９０台を派遣】

２ 台風１８号の災害に関する津久見市の支援について 

  平成２９年９月の台風１８号により生じた大分県津久見市の災害廃棄物の 

収集支援を行った。 

○支援の概要： 

津久見市内に集積されている災害廃棄物を収集し、同市内の仮置場に搬送

○期 間：１０月２日（月）～１０月６日（金） 

○派遣人員・機材：職員延べ１００人、パッカー車等延べ３５台 

         （パッカー車３０台、連絡車５台）を派遣 


